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「「がん対策推進基本計画」に基づき、10年以内にがんの死亡率を20％
減少させる等の目標達成に向け、放射線療法及び化学療法の推進並びに
これらを専門的に行う医師等の育成、治療の初期段階からの緩和ケアの
実施、がん登録の推進を重点としつつ、がん対策に総合的に取り組む」

（整理番号２）

平成２０年度成果重視事業評価書要旨

評価実施時期：平成２０年８月 担当部局名：老健局老人保健課

マンモグラフィ緊急整備事業

関係する施政
方針演説等内
閣の重要政策
（主なもの）

平成19年6月19日

年月日

経済財政改革の基
本方針2007

基本目標Ⅸ
　高齢者ができる限り自立し、生きがいを持ち、安心して暮らせる社会づくりを推進すること
施策目標３
　高齢者の健康づくり・生きがいづくりを推進するとともに、介護保険制度の適切な運営等を通じ
て、介護を必要とする高齢者への支援を図ること
施策目標３－１
　高齢者の介護予防・健康づくりを推進するとともに、生きがいづくり及び社会参加を推進するこ
と

（政策等への反映の方向性）
　本事業は、平成17・18年度にマンモグラフィを緊急的に整備する費用に対して国庫補助を行うものであり、平
成19・20・21年度は予算要求していない。
　なお、目標値については、本事業により緊急的に整備したマンモグラフィの効果をも測定できるよう、平成19年
度まで設定しているものである。

施政方針演説等

【達成すべき目標、測定指標、目標期間、測定結果　等】

（１）マンモグラフィ緊急整備事業
　　　各自治体におけるマンモグラフィの導入状況・計画を踏まえた上で、必要なマンモグラフィ
　　の機器整備のための補助を行う。
（２）マンモグラフィ撮影技師及び読影医師養成研修
　　　マンモグラフィの機器整備に伴い、撮影技師及び読影医師を養成するための研修を行う。

　平成18年度地域保健・老人保健事業報告によれば、市町村におけるマンモグラフィによる乳がん検診の受診
者数は約163万人と増加しており、また、乳がんによる死亡者数を減少させるために最も効果がある早期発見に
関する指標である発見がん患者数は4,529人と目標を大きく上回っていることから、平成18年度は、当該事業に
ついて十分に評価できる。
　なお、平成19年度の数値は集計中であり、平成21年3月に公表予定である。

【評価結果の概要】

アウトカム指標 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０
１ 発見乳がん患者数 目標 2,000 3,200 4,300 －

（単位：人） 実績 4,398 4,529 集計中 －
達成度合い Ａ Ａ － －

(調査名・資料出所、備考）
・指標１は、地域保健・老人保健事業報告（大臣官房統計情報部調べ）によるが、平成
１９年度の数値は集計中であり、平成２１年３月に公表予定。
アウトプット指標 Ｈ１７ Ｈ１８ Ｈ１９ Ｈ２０

１ 目標 －マンモグラフィ受診者数 1,000,000 1,700,000 2,000,000

（単位：人） 実績 集計中 －1,604,557 1,631,811

達成度合い Ａ Ｂ － －
(調査名・資料出所、備考）
・指標１は、地域保健・老人保健事業報告（大臣官房統計情報部調べ）によるが、平

成１９年度の数値は集計中であり、平成２１年３月に公表予定。


